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のような取り組みを行うことが効果的であるか結論を述

べたい。①SOGI に関する啓発活動を行い、多様な性＝“普
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多文化・宗教に関する研究
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インタビュー実施日に礼拝室に集まっていたムスリム留

学生の全員が、「男女の仕切りを作るパーテーションが欲

しい」と回答した。また、ウドゥはトイレで行い、特別

な洗い場は設備されていない。

確立されていたにもかかわらず、17 名ムスリム留学生

が在籍する商科キャンパスの礼拝室の方が空き教室を

利用していたり設備が整っていなかったりと更なる配

慮が必要であるように思われた。工学キャンパスでは少

数のムスリム留学生のために礼拝部屋等の設備が充実

していることをふまえると、留学生数が少なくとも大

学の支援によって宗教的配慮を行うことは可能である

と考える。また、筆者らはムスリム留学生の数が少ない

からこそ、留学生でまとまった意見を調査しやすいので

はないかと考える。園田（2012）は、留学生少数在籍校

では留学生数が少ないからこそ1 人ひとりの留学生の

ニーズに応じた対応ができると延べている。留学生に関

わる局部の人数が少ないため、事務組織と教員組織が密

接に連携し、柔軟に支援に当たっていけるのではないだ

ろうか。

　アンケート調査やインタビューにより、県立大のムス

リム留学生が抱える問題は、食の制限による困難と礼拝

習慣に関する困難が大きいことがわかった。これらの結

果から、ムスリム留学生がかかえる問題として解決して

いくべき主な問題は飲食の制限による困難と礼拝習慣に

関する困難ではないかと考察する。その他のアンケート

結果において、行動上の制約による困難としてムスリム

の女性がスカーフ（ヒジャブ）姿で生活する上で周りの

目を気にしている節も見られた。一括りにムスリム留学

生といえども、個人によってどの程度イスラム教の教え

を守るかの度合いが違っており、その差によってムスリ

ム留学生が日本で生活していく上でのハードルがかなり

異なってくると考える。
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優遇することは
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